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【抄録】燃焼度に応じた核分裂中性子スペクトルを作成し、原子炉構造材の放射化量に与える影響を調べ

た。また核分裂中性子スペクトル起因不確かさの放射化量への伝播計算を行い、不確かさの線源からの距離

や燃料組成依存性についても調べたので、その結果について報告する。 
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1. 緒言：今後数十年の間に多くの原子炉が廃止措置対象となる。廃止措置を安全かつ効率よく行うためには

計算手法や核データに起因する不確かさも考慮した信頼性の高い放射化量計算が求められる。本研究では放

射化量計算に影響を与える核データの 1つである核分裂中性子スペクトル(FNS)に着目し、その燃料組成依存

性及び不確かさが放射化量計算に与える影響を調査した。 

2. 計算方法：BWRにおける圧力容器周りまでを簡易的に模擬し、放射化反応率への 235U(nth,f)の FNSの不確

かさ伝播計算を行った。FNS及びその共分散行列は JENDL-4.0[1]のデータを用いた。放射化反応率の FNSに

関する相対感度係数は FNSに 2%の摂動を与え、数値微分により求めた。中性子束の計算には DORT[2]、放

射化反応率の計算には COUPLE/SCALE6.1[3]を用いた。対象とする放射化反応は廃止措置で重要な

59Co(n,γ)60Co反応を選択した。 

3. 結果・考察：図 1に放射化反応率の相対不確かさ、図 2に各点での相対感度係数と FNSの相対不確かさを

示す。反応率の不確かさは距離が伸びる(FNSが減速されていく)につれて上がっていき、10%程度で一定とな

る。図 2で示すように減速が進むにつれて FNSの高速側が放射化反応に主に効いてくる。それと同時に FNS

の不確かさも大きくなるので、放射化反応率の不確かさも大きくなった。口頭発表では FNS に 239Pu(nth,f)の

ものが混じった場合についても議論する。 
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図 1. 放射化反応率の相対不確かさ 図 2. FNSの相対不確かさ(左軸)と相対感度係数(右軸) 
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